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を
用
ふ
る
計
算
し
得
る
量
を
取
扱
ふ
正
確
な
る
科
學
は
物
理
學
で

あ
る
ご
い
ふ
事
が
臨
來
る
。
一
こ
の
外
に
，
理
論
の
論
理
．
墨
的
必

然
牲
に
基
く
寒
心
の
場
合
も
あ
り
、
或
は
又
あ
る
學
問
の
場
合
に

於
て
は
、
最
後
の
一
歩
に
於
て
精
密
嚴
正
ミ
は
異
る
何
か
の
要
素

に
基
か
な
く
て
は
、
そ
の
學
問
が
、
そ
れ
に
個
有
な
學
閾
ら
し
い

學
閤
牲
を
却
っ
て
獲
揮
楽
毛
な
い
場
合
も
あ
る
。

　
論
義
的
隅
一
性
の
限
界
を
、
氏
は
透
調
性
ε
名
付
け
て
み
る

が
，
か
く
す
れ
ば
學
問
は
論
謹
的
ε
透
湖
盆
の
こ
者
に
分
た
れ

る
。
葡
し
て
氏
は
夏
に
こ
の
二
者
に
夫
々
封
喧
し
て
衰
理
を
分
っ

て
，
ω
事
實
決
定
の
眞
理
（
水
素
原
子
の
構
造
等
）
ミ
、
働
事
．
實
解

繹
の
眞
理
（
弓
術
作
品
の
鑑
賞
等
）
ミ
し
て
み
る
。
こ
の
透
察
的
學

野
性
・
こ
は
、
論
謹
的
學
目
性
ε
は
異
り
、
性
格
的
乃
至
掴
性
的
で

あ
る
。
然
ら
ば
監
察
性
は
超
個
人
的
普
遍
性
を
も
た
な
い
か
。
個

入
は
歴
史
杜
若
に
於
け
る
存
在
で
あ
る
。
個
人
は
時
代
的
錯
誤
ぐ
」

地
方
的
錯
誤
・
こ
か
ら
さ
へ
警
戒
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
、
に
透
察

は
司
る
普
遍
性
を
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
錯
誤
を
除
く
方
法
書
し
て

透
磁
は
二
個
の
條
件
を
具
備
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
一
）
多
面
性
．
包

括
的
な
る
、
ミ
。
（
二
）
透
察
の
正
面
的
な
る
こ
・
こ
。
か
く
し
て
氏

に
よ
れ
ば
論
謹
書
父
様
性
の
代
表
的
な
る
も
の
噌
こ
し
て
、
自
然
早

場
特
に
物
理
學
が
あ
り
、
透
察
寒
露
間
性
の
代
表
的
な
る
も
の
ε

し
て
歴
史
科
墨
が
生
す
る
。
而
し
て
他
の
科
學
は
こ
の
二
者
の
中

　
　
　
　
薪
　
刊
　
紹
介

聞
に
位
す
る
も
の
、
こ
氏
は
主
張
し
て
み
る
。

　
上
述
せ
る
所
は
、
本
書
に
於
て
取
扱
へ
る
問
題
ミ
、
そ
の
解
決

¶
こ
を
，
演
繹
的
に
叙
馴
せ
る
も
の
で
あ
る
。
氏
は
そ
の
意
味
す
る

所
を
誤
解
な
か
ら
し
む
る
爲
で
あ
ら
う
。
か
、
そ
の
文
章
に
於
て
可

な
り
廻
り
く
さ
物
言
ひ
廻
し
て
ゐ
ら
れ
る
織
も
見
受
け
ら
れ
た

が
，
從
來
の
哲
學
書
に
於
て
よ
く
見
ら
れ
牝
生
硬
な
字
句
を
成
る

可
く
使
は
な
い
て
、
し
つ
ミ
り
ミ
し
九
日
常
語
で
適
切
に
表
現
せ

ら
れ
た
黙
は
、
大
い
に
氏
の
努
力
の
跡
が
見
ら
れ
た
。
且
そ
の
行

文
に
於
て
、
知
っ
て
み
る
知
識
を
敏
へ
る
儒
に
羅
列
す
る
、
こ
い
．
幽

氣
配
が
少
し
も
な
く
て
、
卜
え
す
問
題
を
起
し
て
は
そ
れ
を
根
本

的
に
思
索
し
、
夏
に
次
の
問
題
を
起
す
S
い
ふ
こ
の
論
の
進
め
方

は
、
所
謂
『
哲
擁
す
る
』
，
『
思
索
す
る
』
嶋
こ
い
ふ
こ
弓
こ
の
練
習
哨
こ

し
て
も
極
め
て
有
意
義
な
試
み
で
あ
る
ε
思
は
れ
る
。
こ
の
意
味

に
於
て
荷
も
哲
學
に
志
さ
る
転
諸
氏
の
是
非
閲
讃
す
べ
き
良
書
た

る
を
信
ず
る
。
（
岩
波
書
店
刊
行
）
汽
飯
田
順
雄
紹
介
〕

天
台
の
密
謀
　
　
清
水
谷
恭
順
著

　
我
が
國
に
密
敏
の
傳
へ
ら
れ
た
の
は
、
聖
教
大
師
以
前
か
ら
で

あ
る
が
、
當
時
は
、
ま
だ
そ
の
徳
來
。
か
正
規
的
で
な
く
、
所
謂
稚

密
ミ
稽
せ
ら
れ
る
歌
島
心
で
あ
っ
た
。
大
師
は
唐
に
入
っ
て
、
天
台

心が

�
氏
c
へ
る
に
あ
た
り
、
天
ム
臼
磨
耶
そ
の
も
の
に
密
一
歓
や
調
騨
，
A
芯
佛

を
も
併
せ
傳
へ
弛
。
故
に
大
師
を
日
本
最
初
の
密
敏
の
阿
閥
梨
¶
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
〇
五
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哲
學
研
究
　
第
百
六
十
入
號

冒
す
る
所
以
で
あ
る
。
つ
“
い
て
弘
法
大
師
が
密
教
そ
の
も
の
を

傳
へ
た
か
ら
、
弘
法
大
師
の
傳
へ
た
密
教
を
東
密
－
こ
構
す
る
に
饗

し
、
傳
教
大
師
の
憾
へ
た
密
教
を
台
密
ミ
い
ふ
。

　
本
書
は
天
台
宗
の
清
水
谷
恭
順
師
が
台
密
の
歴
史
「
こ
事
敏
の
二

相
、
こ
を
簡
明
に
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
編
「
教
史
」
の
篇

に
於
て
密
教
の
騰
史
を
ま
つ
印
度
、
支
那
の
二
國
に
亙
っ
て
叙
述

し
、
我
が
國
に
於
け
る
台
密
を
詳
に
設
い
て
、
明
治
に
及
ん
で
あ

る
。
第
二
編
は
「
教
綱
」
ε
題
し
、
敏
相
ざ
事
相
ミ
の
圭
要
な
論
題

十
五
を
あ
げ
て
聴
い
て
あ
る
。
　
菊
版
二
五
二
頁
の
書
で
あ
る
か

ら
、
全
艦
に
わ
た
っ
て
細
密
な
説
明
を
求
め
が
た
い
け
れ
さ
も
、

現
代
文
で
李
易
に
大
綱
を
掲
げ
、
特
に
專
門
語
や
地
名
な
さ
に
は

上
欄
に
註
解
を
施
し
て
あ
る
か
ら
、
初
學
入
門
の
士
に
は
便
利
で

あ
る
。
況
や
現
代
文
正
不
明
に
台
密
を
設
い
た
本
が
稀
少
な
る
今

ロ
ミ
し
て
、
學
盆
を
も
少
な
か
ら
ず
與
へ
る
で
あ
．
ら
う
電
信
ぜ
ら

れ
る
。
　
（
東
京
帝
國
大
學
正
門
前
、
山
喜
厨
護
刊
、
定
便
書
圓
参
「

拾
銭
）

大
思
想
家
（
カ
ン
ト
、
ブ
イ
ヒ
テ
、
へ
ー
グ
ツ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
）
大
橋
勉
課

　
本
課
書
は
エ
ル
ン
ス
ト
ー
ー
ツ
オ
ン
ー
ー
ア
ス
テ
ル
の
編
纂
し
た
、

「
大
思
想
家
」
（
9
0
。
・
ω
⑦
U
o
巳
（
2
）
の
中
か
ら
、
｝
部
分
を
回
し
た
も

の
で
あ
る
。
原
書
は
ギ
リ
シ
ャ
以
來
の
大
哲
學
者
叉
は
學
派
に
つ

い
て
諸
學
者
が
分
婚
執
筆
し
九
も
の
で
あ
っ
て
、
各
篇
そ
れ
ム
、

一
〇
六

が
一
つ
づ
・
猫
下
し
た
研
究
論
文
で
あ
る
ε
共
に
、
全
部
を
麺
じ

て
一
部
の
西
洋
哲
學
史
、
こ
な
る
組
織
で
あ
る
。
執
筆
者
が
そ
れ

ん
＼
特
に
深
く
研
究
し
た
哲
無
益
叉
は
學
派
に
つ
い
て
書
い
て
み

る
か
ら
，
一
入
で
西
洋
哲
學
史
を
書
く
よ
り
は
、
確
に
，
こ
の
部
分

に
も
深
い
研
究
の
成
果
を
提
供
し
て
み
る
。
し
か
も
、
部
分
的
特

殊
的
研
究
の
論
文
で
な
い
、
哲
學
者
叉
は
學
派
に
つ
い
て
一
般
的

に
、
郎
ち
各
學
者
の
識
見
ε
入
格
ミ
を
包
括
的
に
蓮
べ
て
あ
る
。

郎
ち
一
種
新
し
い
試
み
の
信
拠
史
ε
し
て
學
界
に
漱
迎
さ
れ
う
る

も
の
で
あ
る
ε
い
ふ
こ
S
が
趨
來
る
で
あ
ら
う
。
本
課
書
は
そ
の

中
か
ら
カ
ン
ト
（
メ
ン
ツ
エ
ル
執
筆
）
、
フ
ィ
ヒ
テ
（
メ
ヂ
ク
ス
執

筆
）
、
　
へ
ー
グ
ル
（
フ
ア
ル
ケ
ン
ハ
イ
ム
執
築
）
、
シ
ェ
リ
ン
グ
（
ブ

ラ
ウ
ン
執
筆
）
の
四
篇
だ
け
を
繍
饗
し
て
課
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
倫
原
著
の
他
の
部
分
は
他
の
課
者
に
よ
っ
て
課
出
さ
れ
る
さ
う

で
あ
る
。
（
岩
波
書
店
葉
越
、
武
豊
蓼
拾
銭
）


